
ここが聞きたい　一般質問
伊藤　正子 議員

人口増施策について
移住・定住化につながる施策を推進したい

人口対策への改革は
当面は単独での行政運営をしていく

※ 質問及び答弁については、12 月定例会における内容となりますので、
現在の状況と異なる場合があります。

　人口減少による歳入の減少
が見込まれる一方、高齢化は
更に進み、行政サービスの低
下を招くおそれがあるが。

問　子育て支援の現状は。
町民税務課長　出産祝金は、
１件あたり５万円で 20 件
100 万円。入学祝金は、１
件あたり３万円で 56 件 168
万円。医療費助成（マル福）
は、小児 830 人、1,089 万
円。小児及び妊産婦には町単
独の助成も行っています。児
童手当は、年３回支給で延べ
8,938 人、9,744 万円です。
（令和２年度実績）

問　定住化推進対策は。
まちづくり戦略課長 　 空 家 バ
ンクの有効活用や PFI 手法
を用いた事業の検討による住
む場所の確保や「子育て」「教

育」「医療」「福祉」など総合
的な施策の充実、情報発信に
よる関係人口の創出に取り組
み、移住・定住につなげてい
きたいと思います。

　結婚相談窓口の設置や若い
世代が新しい世代を希望どお
り生み育てられるような大胆
な財政支援など町独自の施策
が求められているが。また、
県西地区を一つにした大規模
合併の可能性について問う。

問　結婚支援の現状は。
町民税務課長　結婚支援員連
絡会の活動のほか、久喜市、
幸手市、白岡市、宮代町、杉
戸町と結婚支援協定を結び、
広域連携により事業を進めて
います。

問　人口減少により税収の増
加が見込めないと判断した場
合、合併する考えは。

町長　本町は財政規模
も小さく、財政投資をし
ていくにも大変難しい面
もございますが、合併は
せず、近隣自治体との連
携により広域連携を進め
ていきます。先人達の功
績に感謝しつつ、次世代
にしっかり引き継いでい
くためにも、小さい町だ
からできるまちづくりを

町民の皆様と一体となって進
めていきたいと考えていま
す。
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紙面の都合で発言を要約して掲載しています。
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